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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月22日(2008.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　下記一般式（I）を有するオキサジン誘導体またはその塩：
【化１】

ここで、
　（ａ）基R1、R2、R3、R4、R5、R6、R7、R8、R9およびR10 は相互に独立に、水素、アル
キル、シクロアルキル、アルケニル、アルケンオキシ、アリール、アリールジアゾ、アル
キルアリール、アリールアルコキシル、アルコキシ、アルコキシカルボニル、ヒドロキシ
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、ハロゲン、シアノ、カルボニル、アシル、アシルオキシ、カルボキシル、カルボンアミ
ド、ハロゲンカルボンアミド、スルホニル、ハロゲン化スルホニル、酸エステル、酸無水
物、酸ハロゲン化物、イミド、イミジルエステル、イソチオシアネート、ホスホロアミダ
イト、アジド、ジチオニコチン誘導体またはアミンを意味し、必要に応じて置換される；
　（ｂ）R1とR2 および／または R9とR10 は、必要に応じて置換される飽和または不飽和
のC3もしくはC4ブリッジを形成する；
　（ｂ）前記置換基は、相互に独立に、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルケ
ンオキシ、アリール、アリールジアゾ、アルキルアリール、アリールアルコキシル、アル
コキシ、アルコキシカルボニル、ヒドロキシ、ハロゲン、シアノ、カルボニル、アシル、
アシルオキシ、カルボキシル、カルボンアミド、ハロゲン カルボンアミド、スルホニル
、ハロゲン化スルホニル、酸エステル、酸無水物、酸ハロゲン化物、イミド、イミジルエ
ステル、イソチオシアネート、ホスホロアミダイト、アジド、ジチオニコチン誘導体また
はアミンを意味することができ；
　（ｄ）R1、R2、R3、R4、R5、R6、R7、R8、R9およびR10の少なくとも一つは、調査すべ
き物質に結合するための少なくとも一つの反応性基を含み、または更に少なくとも一つの
追加の反応性基を含む。
　　【請求項２】　請求項１に記載のオキサジン誘導体であって、R1とR2および／または
R9とR10が飽和もしくは不飽和のC4ブリッジを形成することを特徴とするオキサジン誘導
体。
　　【請求項３】　請求項２に記載のオキサジン誘導体であって、R1とR2、またはR9とR1
0が飽和もしくは不飽和のC4ブリッジを形成することを特徴とするオキサジン誘導体。
　　【請求項４】　請求項１～３の何れか１項に記載のオキサジン誘導体であって、R3、
R4、R7またはR8が反応性基を含有または保持することを特徴とするオキサジン誘導体。
　　【請求項５】　請求項１～４の何れか１項に記載のオキサジン誘導体であって、前記
反応性基が酸エステル、酸無水物、酸ハロゲン化物、イミド、イミジルエステル、カルボ
キシル、カルボンアミド、ハロゲン カルボンアミド、ハロゲン化スルホニル、イソチオ
シアネート、ホスホロアミダイト、アミン、アジド、アリールジアゾ、アルデヒド、ケト
ンまたはジチオニコチン誘導体であることを特徴とするオキサジン誘導体。.
　　【請求項６】　請求項５に記載のオキサジン誘導体であって、前記反応性基が酸エス
テル、酸無水物、酸ハロゲン化物、イミド、イミジルエステル、カルボキシル、カルボン
アミド、ハロゲン カルボンアミド、ハロゲン化スルホニル、イソチオシアネート、ホス
ホロアミダイト、アミン、アジド、アリールジアゾ、またはジチオニコチン誘導体である
ことを特徴とするオキサジン誘導体。
　　【請求項７】　請求項６に記載のオキサジン誘導体であって、前記反応性基が、必要
に応じて置換されるN-スクシンイミジルエステル、マレイミド、カルボキシル、ハロゲン
、アセタミド、イソチオシアネート、ホスホロアミダイト、アリールジアゾ、アジド、塩
化スルホニル、スルホ-テトラフルオロフェノールエステルまたは一級もしくは二級アミ
ンであることを特徴とするオキサジン誘導体。
　　【請求項８】　請求項７に記載のオキサジン誘導体であって、前記N-スクシンイミジ
ルエステルがスルホン酸基で置換されることを特徴とするオキサジン誘導体。
　　【請求項９】　請求項１～８の何れか１項に記載のオキサジン誘導体であって、前記
リンカー化合物は、前記反応性基と非ブリッジ形成基R1、R2、R3、R4、R5、R6、R7、R8、
R9またはR10との間に挿入されることを特徴とするオキサジン誘導体。
　　【請求項１０】　請求項９に記載のオキサジン誘導体であって、前記リンカー化合物
は、必要に応じて置換され得るポリオキシアルキルユニット、脂肪族、脂環式もしくは芳
香族ユニットであることを特徴とするオキサジン誘導体。
　　【請求項１１】　請求項１に記載のオキサジン誘導体であって、前記塩は、ハロゲン
陰イオン、BF4

-イオン、またはテトラフェニルホウ酸陰イオンから選択される対イオンを
含むことを特徴とするオキサジン誘導体。
　　【請求項１２】　請求項１１に記載のオキサジン誘導体であって、前記対イオンは塩
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素陰イオン、臭素陰イオン、またはテトラフェニルホウ酸塩であることを特徴とするオキ
サジン誘導体。
　　【請求項１３】　次式（II）を有する請求項１に記載のオキサジン誘導体またはその
塩：
【化２】

ここで、Xは必要に応じて置換されるOH、ホスホロアミダイトまたはN-スクシンイミジル
エステル基を意味する。
　　【請求項１４】　次式（III）を有する請求項１に記載のオキサジン誘導体またはそ
の塩：
【化３】

ここで、Xは必要に応じて置換されるOH、ホスホロアミダイトまたはN-スクシンイミジル
エステル基を意味する。
　　【請求項１５】　次式（IV）を有する請求項１に記載のオキサジン誘導体またはその
塩：
【化４】
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ここで、Xは必要に応じて置換されるOH、ホスホロアミダイトまたはN-スクシンイミジル
エステル基を意味する。
　　【請求項１６】　次式（V）を有する請求項１に記載のオキサジン誘導体またはその
塩：
【化５】

ここで、Xは必要に応じて置換されるOH、ホスホロアミダイトまたはN-スクシンイミジル
エステル基を意味する。
　　【請求項１７】　請求項１３～１６の何れか１項に記載のオキサジン誘導体であって
、その塩がハロゲン陰イオン、BF4

-イオン、またはテトラフェニルホウ酸陰イオンから選
択される対イオンを含むことを特徴とするオキサジン誘導体。
　　【請求項１８】　請求項１７に記載のオキサジン誘導体であって、前記対イオンは塩
素陰イオン、臭素陰イオンまたはテトラフェニルホウ酸陰イオンであることを特徴とする
オキサジン誘導体。
　　【請求項１９】　請求項１～１８の何れか１項に記載のオキサジン誘導体であって、
前記誘導体は少なくとも一つの親和性マーカーを有することを特徴とするオキサジン誘導
体。
　　【請求項２０】　請求項１９に記載のオキサジン誘導体であって、該誘導体は一つの
親和性マーカーだけを有することを特徴とするオキサジン誘導体。
　　【請求項２１】　請求項１９～２０の何れか１項に記載のオキサジン誘導体であって
、前記親和性マーカーはビオチン、ヘキサ-ヒス（hexa-his）またはハプテンであること
を特徴とするオキサジン誘導体。
　　【請求項２２】　請求項１～２１の何れか１項に記載のオキサジン誘導体であって、
前記反応性基が研究すべき物質に結合されることを特徴とするオキサジン誘導体。
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　　【請求項２３】　請求項１～２２の何れか１項に記載のオキサジン誘導体であって、
前記研究すべき物質は i）生物学的材料、ii）化学的化合物、特に生物学的に活性な物質
および／または薬学的に活性な成分、iii）合成または生物学的な微小粒子、または iv）
それらの組合せであることを特徴とするオキサジン誘導体。
　　【請求項２４】　請求項２３に記載のオキサジン誘導体であって、前記合成の微小粒
子は、可溶性または懸濁可能なキャリア材料であることを特徴とするオキサジン誘導体。
　　【請求項２５】　請求項２３に記載のオキサジン誘導体であって、前記生物学的微小
粒子は、小胞体またはウイルス様粒子であることを特徴とするオキサジン誘導体。
　　【請求項２６】　請求項２３に記載のオキサジン誘導体であって、前記生物学的材料
はヌクレオチド、オリゴヌクレオチド、糖、脂質、膜、細胞、細胞構成成分、DNA、RNA、
ペプチド、タンパク質、抗体、ハプテンまたは抗原を含んでなるオキサジン誘導体。
　　【請求項２７】　研究すべき物質をラベルするためのキットであって、請求項１～２
６の何れか１項に記載のオキサジン誘導体を含んでなるキット。
　　【請求項２８】　請求項２７に記載のキットであって、それが請求項１３～１８の何
れか１項に記載のオキサジン誘導体を含んでなることを特徴とするキット。
　　【請求項２９】　化学技術またはバイオ技術の適用における、請求項２７または２８
に記載のキットまたは請求項１～２６の何れか１項に記載のオキサジン誘導体の使用。
　　【請求項３０】　請求項２９に記載の使用であって、前記キットまたはオキサジン誘
導体は、i）生物学的材料または化学的化合物を同定および特徴付けするために、ii）生
物学的活性物質および／または薬学的活性物質を検索するために、iii）診断法および／
または治療法におけるアナライトを同定するために、iv）ゲノム分析のために、またはv
）物質の精製および濃縮のために使用されることを特徴とする使用。
　　【請求項３１】　請求項１～２６の何れか１項に記載のオキサジン誘導体の製造方法
であって：
　式VIを有する化合物
【化６】

を、酸性媒質中で温和に加熱しながら10分～５時間、次式VIIを有する化合物と反応させ
る方法
【化７】
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ここで、R1～R10 は請求項１で特定した意味を有する。
　　【請求項３２】　請求項３１に記載の方法であって、下記のアミノ化合物およびニト
ロソ化合物が出発化合物として使用される方法。
【化８】

　　【請求項３３】　請求項３１または３２に記載の方法であって、前記オキサジン誘導
体は、N,N-ジメチルホルムアミドおよび ジイソプロピルカルボジイミドの存在下で、N-
スクシンイミドと反応させることにより活性化されることを特徴とする方法。
　　【請求項３４】　研究すべき物質を標的ラベリングする方法であって：
　ａ）研究すべき材料を含有するサンプルを調製する工程と；
　ｂ）研究すべき材料を、親和性マーカーを含む検出マーカーと反応させて、研究すべき
材料の検出マーカーでラベルされた混合物、即ち、検出マーカーでラベルされない前記材
料、一つもしくは数個の検出マーカーでラベルされた前記材料の混合物を形成する工程と
；
　ｃ）アフィニティークロマトグラフィーにより、研究すべき材料を、ラベルされていな
い画分、一つだけラベルされた画分または複数ラベルされた画分に分離する工程とを具備
する方法。
　　【請求項３５】　請求項３４に記載の方法であって、親和性マーカーとしてビオチン
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、ヘキサ-ヒス、またはハプテンが使用されることを特徴とする方法。
　　【請求項３６】　請求項３４または３５に記載の方法であって、前記一つだけラベル
された画分が、前記材料のその後の調査のために使用されることを特徴とする方法。
　　【請求項３７】　請求項３４に記載の方法であって、前記検出マーカーは、請求項１
に記載のオキサジン誘導体を含んでなる方法。
　　【請求項３８】　請求項３７に記載の方法であって、前記検出マーカーは、請求項１
９～２１の何れか１項に定義した親和性マーカーを含んでいる方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　親和性ラベルされたオキサジン誘導体を使用することにより、研究すべき材料を標的ラ
ベリングする方法は、次のようにして実施することができる：
　ａ）研究すべき材料を含有するサンプルを調製し；
　ｂ）研究すべき材料を、上記親和性マーカーを含むオキサジン誘導体と反応させて、研
究すべき物質のオキサジン誘導体でラベルされた混合物、即ち、オキサジン誘導体でラベ
ルされない前記材料、一つもしくは数個のオキサジン誘導体でラベルされた前記材料の混
合物を形成し；
　ｃ）アフィニティークロマトグラフィーにより、研究すべき材料を、ラベルされていな
い画分、一つだけラベルされた画分、または複数ラベルされた画分に分離する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　親和性ラベルされた検出マーカーを使用することにより、研究すべき材料を標的ラベリ
ングする方法は、次のようにして実施することができる：
　ａ）研究すべき材料を含有するサンプルを調製し；
　ｂ）研究すべき材料を、親和性マーカーを含む検出マーカーと反応させて、研究すべき
材料の検出マーカーでラベルされた混合物、即ち、検出マーカーでラベルされない前記材
料、一つもしくは数個の検出マーカーでラベルされた前記材料の混合物を形成し；
　ｃ）アフィニティークロマトグラフィーにより、研究すべき材料を、ラベルされていな
い画分、一つだけラベルされた画分、または複数ラベルされた画分に分離すること。
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